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１．はじめに 

PC まくらぎに特殊な鋼製インサートを設置し，それをアンカーとして軌道部材を固定する必要がある場合，

構造を評価するうえで，アンカーの引き抜き強度を定量的に把握することが重要となる．今回，PC まくらぎ

に設置した鋼製インサートの引き抜き強度（以下，「アンカー引き抜き強度」と呼ぶ）について理論的及び実

験的に検討した．本稿では、その検討結果を示すとともに，理論・実験の両面からの考察を報告する． 

 

２．アンカー引き抜き強度の理論式による算出 

 アンカー引き抜き強度の理論式としては下記の式が知られている 1)． 
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算出条件（図-2，表-1）を 2 パターン設定し，算出結果を表-2に示す．  

実験と合わせるため，コンクリートブロック供試体に長さ 13cm，18cm 

の 2 種類のアンカーを設定し計算を行った．2 パターンともコンクリート 

が先行して破壊する結果となった． 

 

３．ブロック供試体によるアンカー引き抜き試験 

次に，コンクリート製のブロック供試体に様々な種類のアンカーを設置 

し，その引抜強度を確認する予備試験を実施した．ブロック供試体の概要 

とアンカー引抜試験の概要と結果を表-3，図-3に示す．供試体ブロックは 

5 体製作し，うち 1 体は比較対象用の標準的仕 

様とした． 

また，試験方法として，ジャッキ①によりブ 

ロック供試体の横方向から PC まくらぎの導入 

軸力相当の圧縮力 263.3kN を載荷するととも 

に，センターホールジャッキにて引抜力を載荷 

し，アンカーもしくはブロック体が破壊した時 

の荷重を，アンカー引抜強度として記録した． 

試験結果は、下記の事柄が分かった． 

・アンカー埋め込み深さを50mm増加させた場合，引き抜き強度は1.6倍， 

アンカー底部の形状を変更した場合(図-4)は1.8倍となった 

・引き抜き強度については，2パターンとも理論式に近い測定値が観察された 

・アンカー鋼棒の破壊は認められなかった 

 

 

P：アンカー引き抜き強度（kg），P1：ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体の破壊による引き抜き強度（kg），P2：ｱﾝｶｰ用鋼材の降伏による引き抜き強度（kg）
φ：アンカー用鋼材の径（cm），L：アンカー用鋼材の埋め込み長（cm），D：削孔径（cm） 
σc：コンクリートの圧縮強度（kg/cm2），σsa：アンカー用鋼材の降伏強度（kgf/cm2） 
Ac：コーン状破壊面の水平投影面積（cm2），Ac'：破壊面の有効水平投影面積（cm2），As'：アンカー用鋼材の断面積（cm2） 

図-1 アンカー引き抜きによる 

破壊イメージ 

L

φ

図-2 アンカー引き抜き強度算出条件 

表-2 算出結果 

キーワード：PC まくらぎ，インサート，アンカー引き抜き強度 

連絡先：〒485-0801 愛知県小牧市大山 1545 番 33  JR 東海 技術開発部  TEL：0568-47-5380 

コンクリートブロック供試体（断面図）
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コンクリートブロック供試体（平面図）
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σc
（kg/cm2）

σsa
（kg/cm2）

As
（cm2）

Ac
（cm2）

Ac’
（cm2）

① 17 2.7 2.7 13 500 9,559 2.35 687 470

② 17 2.7 2.7 18 500 9,559 2.35 687 470

P1
（kN）

P2
（kN）

min（P1,P2）
（kN）

① 108 220 108

② 170 220 170

表-1 アンカー引き抜き強度算出条件 
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